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2022 年 9 月 1 日 

角山 智 

 

銘柄分析レポート：いぶし銀ファンド（２０２２年版） 

 

１ はじめに 

 

 私が勝手に「いぶし銀ファンド」と呼んでいる株式投信があります。苦瓜達郎氏の運用してい

る大和住銀日本小型株ファンドです。 

 

長らく良好な成果を上げてきたこのファンドも、直近１年間のパフォーマンスは１．２％にと

どまりました。それでも小型株の市況を考慮すれば、十分に健闘したのではないでしょうか。 

 

 苦瓜氏は、６月１０日付の運用報告書にて、次のように述べています。 

 

 当ファンドの投資対象である小型割安株はここ数年間放置されてきたため、ＰＥＲ一ケタの銘

柄が多く、諸々のリスク要因を考慮しても十分に魅力的な投資対象と考えています。 

 

このまま株式市場全体が安定すれば、反発が続く可能性は高いと考えています。当ファンドで

は、今後も割安株投資を徹底します。 

 

 目先のパフォーマンスを追わず、投資方針を堅持する姿勢は立派です。 

 

今回の銘柄分析レポートでは、この「いぶし銀ファンド」の投資銘柄の中から２銘柄を取り上

げます。 

 

★大和住銀日本小型株ファンド 当期中の基準価格と市況等の推移 

 


